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歴代の青年団長 

12 年度 鈴木丑太郎 

13 鈴木 勲 

14 中村明開 

15 中村明開 

15 斉藤増雄 

16－20 当時の村長 

21 鈴木久男 

22 加藤 譲 

23 鈴木音吉 

24 鈴木忠雄 

25 鈴木 清 

26 刑部誠一 

27 横井康成 

28 河合九平 

29 鈴木 勲 

30 辻村政雄 

31 鈴木政雄 

32 山崎若義 

33 河合 孝 

34 鈴木恭人 

35 鈴木武雄 

36 河合敏司 

37 安田和弘 

38 田中啓雄 

39 伊藤幸男 

40 山下勝彦 

41 山崎三郎 

42 山下三郎 

43 小野田将司 

44 山田吉彦 

（敬称略）『篠原村誌等』 

今
は
姿
を
消
し
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
の
若
者
に
勇

気
と
連
帯
を
も
た
ら
し
、
昭
和
の
一
時
代
を
築
い
た

「
青
年
団
活
動
」
に
つ
い
て
掘
り
起
こ
し
て
み
た
。 

古
く
は
明
治
四
十
三
年
発
会
の
青
年
会 

『
篠
原
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、「
篠
原
村
青
年

会
」
が
学
校
教
育
の
補
習
、
風
紀
の
改
良
、

有
益
の
娯
楽
を
取
る
こ
と
の
目
的
を
か
か
げ
、

発
会
し
た
。
ま
た
同
時
期
に
「
馬
郡
青
年
会
」

も
発
会
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
十
五
才
か
ら

二
十
五
才
く
ら
い
ま
で
を
対
象
に
、
地
域
を

あ
げ
て
一
人
前
の
大
人
に
な
る
よ
う
知
・

徳
・
体
の
修
養
の
場
で
あ
っ
た
。
前
浜
防
波

堤
の
松
葉
挿
し
作
業
も
記
録
に
残
っ
て
い
る
。 

そ
れ
以
前
に
も
祭
礼
等
、
村
の
行
事
に
密

着
し
て
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
で
き
る
。
こ
の

へ
ん
が
青
年
団
の
ル
ー
ツ
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

戦
時
下
の
青
年
団 

 

昭
和
十
二
年
以
降
、
時
局
対
応
と
し
て
軍

人
の
送
迎
講
演
会
や
女
子
青
年
団
の
発
足
、

昭
和
十
六
年
以
降
に
は
、
青
年
団
長
を
当

時
の
村
長
が
務
め
る
等
国
策
へ
の
協
力
が

求
め
ら
れ
、
そ
の
中
で
、
寒
稽
古
や
撃
剣

等
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
『
篠
原
村
誌
続

編
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中

で
多
く
の
若
者
が
戦
地
へ
赴
き
、
殉
難
さ

れ
た
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。 

戦
後
の
良
き
時
代
の
青
年
団 

終
戦
間
も
な
く
青
年
団
が
発
足
し
、
戦
後
復
興

と
共
に
全
国
的
に
も
そ
の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
っ
た
。
そ
ん
な
中
か
ら
代
表
的
な
地
域
に
と
っ

て
も
有
意
義
だ
っ
た
活
動
、
そ
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
を
挙
げ
て
お
く
。 

① 

馬
郡
分
団
の
活
動
で
戦
後
の
食
料
不
足
を
補
う

た
め
、
権
十
え
ぼ
の
南
部
一
帯
を
開
墾
し
て
米
づ
く

り
を
し
た
（
昭
和
二
十
三
年
度
） 

② 

新
人
時
代
の
田
端
義
夫
、菅
原
都
々
子
を
招
い
て

篠
原
小
学
校
講
堂
で
歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
き
盛
況
だ

っ
た
。
（
昭
和
二
十
五
年
度
） 

③ 

元
総
理
大
臣
の
片
山
哲
を
招
き
篠
原
小
学
校
講

堂
で
講
演
会
を
開
催
し
た
（
昭
和
三
十
年
度
） 

④ 

浜
松
市
内
で
初
め
て
青
年
団
新
聞
『
篠
青
新
聞
』

を
創
刊
し
た
。（
昭
和
三
十
五
年
） 

⑤ 

青
年
団
の
提
案
で
祭
り
が
土
、
日
曜
日
へ
の
変
更

と
地
域
同
一
日
開
催
と
な
る
。（
昭
和
四
十
年
度
） 

⑥ 

そ
の
他
、
各
年
度
と
も
男
性
は
二
十
四
才
、
女
性

は
二
十
一
才
ま
で
の
青
春
真
っ
只
中
の
若
人
が
、
球

技
大
会
や
体
育
大
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
、

見
学
旅
行
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
等
の
他
、
並
行

し
て
活
動
し
て
い
た
青
年
学
級
の
華
道
、
茶
道
、
コ

ー
ラ
ス
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
演
劇
、
レ
コ
ー
ド
コ

ン
サ
ー
ト
等
楽
し
い
行
事
に
集
い
、
こ
の
地
域
に
活

力
と
潤
い
を
与
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。 

大
変
盛
り
上
が
っ
た
活
動
の
中
で
数
多
く
の
ロ
マ

ン
ス
が
生
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

 

青
年
学
級
は
し
ば
ら
く
続
い
た
が
追
っ
て
閉
鎖 

 

高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
高
学
歴
化
や
大
衆
向
け
娯

楽
の
普
及
に
伴
う
価
値
観
の
多
様
化
で
、
青
年
層
に
対

す
る
青
年
団
の
求
心
力
を
失
い
、
社
会
的
役
割
を
終
え
、

昭
和
四
十
四
年
度
を
最
後
に
解
散
し
た
。 

浜
松
市
の
補
助
を
受
け
て
そ
の
後
も
継
続
し
て
い 

た
青
年
学
級
も
、
平
成
に
入
り
青
年
学
級
振
興
法
の
廃

止
と
共
に
青
年
団
と
同
様
の
理
由
で
姿
を
消
し
た
。

平成２１年度主な活動 

★ 山下孝先生講座 

① 世界文化遺産 

・「ﾎﾞﾛﾌﾞﾄﾞ-ﾙ遺跡」 

② 自然信仰について 

★本年のテーマ 

浜松市への合併の頃

の篠原を掘り起こす 

★ 自由研究 

・遠州屋伝兵衛 

・「天地人」について 

・五人組元帳 

・経済危機とその歴史 

・保泉寺の火祭り等 

★ バス旅行 

①木曽路、御岳山等 

②静岡県東部を訪ねる 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 
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引
佐
山
大
悲
院
本
尊
観
世
音
菩
薩
由
来
記 

 

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
東
海
道
を
往

き
来
す
る
旅
人
が
増
え
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
旅
人
に
よ

る
記
録
も
多
く
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
東
関
紀

行
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
紀
行
の
一
節
に
わ
が

町
の
馬
郡
観
音
が
あ
る
。
そ
れ
を
紹
介
す
る
。 

 

 

名
残

な

ご

り

多
く
お
ぼ
え
な
が
ら
、
こ
の
宿

し
ゅ
く

を
も
う
ち
出い

で
て
過す

ぐ
る
ほ
ど
に
、
舞
沢

ま
ひ
ざ
わ

の
原
と
い
ふ
所
に
来
に
け

り
。
北
・
南
は
眇
々

べ
う
べ
う

と
遥
か

は

る

に
し
て
、
西
は
海
の
渚

な
ぎ
さ

近

し
。
錦き

ん

花く
わ

、
繍し

う

草そ
う

の
類

た
ぐ
い

は
、
い
と
も
見
え
ず
、
白
き
真
砂

ま

さ

ご

の
み
あ
り
て
、
雪
の
積
も
れ
る
に
似に

た
り
。
そ
の
間

あ
ひ
だ

に

松
絶た

え
絶た

え
生お

ひ
わ
た
り
て
、
潮
風

し
お
か
ぜ

梢
こ
ず
え

に
お
と
づ
れ
、

ま
た
、
あ
や
し
の
草
の
庵

い
ほ
り

、
所
々
に
見
ゆ
る
、
漁
人

ぎ
ょ
に
ん

、

釣
客

て
う
か
く

な
ど
の
住
み
か
に
や
あ
る
ら
ん
。
末
遠
き
野
原
な

れ
ば
、
つ
く
づ
く
と
眺
め
行
く
ほ
ど
に
う
ち
連つ

れ
た
る

旅
人

た
び
び
と

の
語
る
を
聞
け
ば
、 

 

「
い
つ
の
頃
よ
り
と
は
知
ら
ず
、
こ
の
原
に
木
像

も
く
ぞ
う

の

観
音

く
わ
ん
お
ん

お
は
し
ま
す
。
御
堂

み

ど

う

な
ど
朽
ち

く

荒
れ
に
け
る
に

や
、
か
り
そ
め
な
る
草
の
庵
の
中う

ち

に
、
雨
露

あ
め
つ
ゆ

も
た
ま
ら

ず
年
月

と
し
つ
き

を
送
る
ほ
ど
に
、
一
年

ひ
と
と
せ

、
望
む
こ
と
あ
り
て
鎌

倉
へ
下
る
筑
紫
人

つ

く

し
び

と

あ
り
け
り
。
こ
の
観
音
の
御
前

お
ん
ま
え

に
参

り
た
り
け
る
が
、
も
し
、
こ
の
本
意
を
遂
げ
て
故
郷

ふ
る
さ
と

へ

む
か
は
ば
、
御
堂

み

ど

う

を
造
る
べ
き
よ
し
、
心
の
中う

ち

に
申
し

置
き
て
侍
り
け
り
。
鎌
倉
に
て
望
む
こ
と
叶か

な

ひ
け
る
に

よ
り
て
、
御
堂

み

ど

う

を
つ
く
り
け
る
よ
り
、
人
多
く
参
る
」

な
ん
ど
ぞ
、
言
ふ
な
る
。
聞
き
あ
へ
ず
、
そ
の
御
堂

み

ど

う

へ

参
り
た
れ
ば
、
不
断

ふ

だ

ん

香か
う

の
煙

け
ぶ
り

、
風
に
誘さ

そ

は
れ
う
ち
香か

を

り

閼
伽

あ

か

の
花
も
露つ

ゆ

鮮あ
ざ

や
か
な
り
。
願
書

が
ん
し
ょ

と
お
ぼ
し
き
物
、

斗
帳

と
ち
ょ
う

の
紐ひ

も

に
結
び
付
け
た
れ
ば
、「
弘ぐ

誓せ
い

の
深
き
こ
と 

海
の
ご
と
し
」
と
い
へ
る
も
、
頼
も
し
く
お
ぼ
え
て
、 

頼
も
し
な
入
江

い

り

え

に
立
つ
る
み
を
つ
く
し 

深
き
験

し
る
し

の
あ
り
と
聞
く
に
も 

 

註 

紀
行
文
の
は
じ
め
「
こ
の
宿
を
も
う
ち
出
で

て
」
は
、
新
居
橋
本
宿
。 

「
東
関
紀
行
」
は
鎌
倉
時
代
の
紀
行
。
一
巻
で
作
者

不
明
、
京
都
付
近
に
住
む
五
十
才
に
近
い
隠
士
が
、
仁

治
三
年
（
一
二
四
二
）
八
月
家
を
出
て
鎌
倉
に
下
り
、

約
二
ヶ
月
滞
在
し
て
十
月
に
同
地
を
立
つ
ま
で
記
し

た
も
の
。
和
漢
混
淆
文
の
典
型
で
「
海
道
記
」
「
十
六

夜
日
記
」
と
共
に
鎌
倉
期
三
大
紀
行
文
と
し
て
、
ま
た

平
安
期
「
更
級
日
記
」
も
含
め
て
東
海
道
筋
を
伝
え
る

も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

馬
郡
観
音
は
、
檀
家
が
無
く
お
堂
は
老
朽
化
し
て
取

り
壊
さ
れ
た
。
今
は
空
き
地
と
な
っ
た
跡
地
に
、
次
の

よ
う
な
表
示
板
が
建
っ
て
い
る
。 

こ
の
地
に
永
く
安
置
さ
れ
て
い
た
観
世
音
菩
薩
は
、

引
佐
細
江
の
観
世
音
と
い
い
、
木
像
一
尺
二
寸
の
立
像

で
、
定
朝
上
人
の
真
作
と
伝
え
ら
れ
る
。 

第
六
十
八
代
後
一
条
天
皇
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）

定
朝
上
人
諸
国
巡
行
の
途
中
水
窪
の
山
住
神
社
に
山

籠
り
さ
れ
た
時
、
神
託
を
感
じ
引
佐
細
江
の
里
に
行
き
、

老
杉
の
元
で
七
日
七
夜
大
悲
十
句
の
密
文
を
唱
え
続

け
た
。
最
終
日
真
夜
中
に
老
杉
の
頂
き
が
光
り
輝
き
、

怱
然
と
し
て
聖
観
世
音
菩
薩
が
応
現
さ
れ
た
。
そ
の
慈

悲
に
感
激
し
そ
の
老
杉
を
伐
り
、
観
音
像
の
尊
像
を
一

刀
三
礼
し
て
彫
り
上
げ
た
。
国
家
安
民
、
五
穀
豊
穣
の

た
め
引
佐
の
地
に
堂
宇
を
建
て
安
置
し
た
。 

第
七
十
六
代
近
衛
天
皇
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
八

月
天
災
地
変
が
あ
り
、
山
崩
れ
や
洪
水
に
よ
っ
て
田
野

は
流
れ
、
山
川
村
里
は
一
時
大
海
と
な
っ
た
。
こ
の
時

菩
薩
の
霊
訓
に
よ
り
こ
の
地
に
遷
し
、
草
庵
を
造
り
安

置
し
た
。（
こ
の
欄
に
「
東
関
紀
行
」
の
概
略
が
掲
載
） 

第
九
十
代
後
宇
多
天
皇
の
弘
安
年
中
（
一
二
八
三
）

小
夜
の
中
山
の
化
鳥
退
治
の
た
め
勅
命
を
受
け
た
上

杉
高
実
公
が
、
下
向
の
折
当
観
世
音
に
ご
祈
願
な
さ
れ
、

成
就
速
や
か
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。 

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
三
）
四
月
新
居
宿
の
住
人
片

山
権
兵
衛
紀
州
熊
野
浦
に
て
難
破
し
た
が
、
大
悲
の
感

応
を
受
け
て
助
か
っ
た
。
そ
の
謝
礼
と
し
て
お
堂
を
建

立
し
た
。 

以
上
は
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
如
意
寺
四
代
理
州

艱
禅
和
尚
の
遣
し
た
観
音
由
来
記
に
よ
る
。 

こ
の
後
も
東
海
道
を
往
来
す
る
旅
人
に
ご
利
益
が

あ
る
観
音
様
と
し
て
聞
こ
え
、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
）

江
戸
の
商
人
遠
州
屋
源
八
、
相
良
屋
茂
七
ら
多
く
の
人

か
ら
大
般
若
経
六
百
巻
が
奉
納
さ
れ
た
。
今
も
毎
年
一

月
十
七
日
の
大
般
若
法
要
で
目
に
す
る
こ
と
が
出
来

る
。 
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鈴
木
家
文
書
目
録
No

76
（浜
松
市
博
物
館
） 

伊
勢
暦
は
発
行
部
数
が
多
く
、
遠
州
地
方
も
こ
の
暦

を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
伊
勢
の
暦
師
は
暦
を
一
般
に
売

る
こ
と
は
な
く
、
印
刷
し
た
暦
を
御
師
（
神
職
）
に
売

り
、
御
師
の
手
代
が
神
宮
の
お
札
を
受
持
ち
の
地
域
へ

配
る
と
き
に
、
お
み
や
げ
も
の
と
し
て
添
え
て
配
布
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
暦
は
経
本
の
よ
う
に
折
り

畳
ま
れ
て
い
て
簡
単
に
取
り
扱
い
も
で
き
ま
し
た
。 

暦
は
毎
年
発
行
さ
れ
ま
す
か
ら
、
一
年
が
過
ぎ
れ
ば

用
が
な
く
な
り
、
あ
と
は
紙
と
し
て
生
活
の
様
々
な
場

に
利
用
さ
れ
た
り
、
燃
や
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
幸

い
に
も
、
鈴
木
七
兵
衛
家
に
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

の
暦
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
方
で
の
使
用
を
示
す

確
か
な
証
拠
だ
と
い
え
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介

し
て
み
ま
す
。 

暦
首
の
部
分 

折
本
の
表
紙
を
開
く
と 

●
第
一
行
の
「
伊
勢
渡
會
郡
山
田
箕
曲

み

の

わ

主
人

も

ん

ど

」
は
暦
の 

出
版
地
と
出
版
者
名
で
す
。 

●
第
二
行
の
「
嘉
永
六
年
三
つ
の
と
の
う
し
乃
天
保 

壬
み
ず
の
え

寅と
ら

元
暦
觜し

宿
し
ゅ
く

値
年
凡
三
百
五
十
五
日
」
は
、 

こ
の
暦
が
通
用
す
る
年
号
と
そ
の
年
の
干
支
お
よ

び
推
算
に
使
わ
れ
た
暦
法
は
天
保
暦
で
あ
っ
た
こ 

と
を
示
し
ま
す
。「
觜し

宿
し
ゅ
く

値
年
」
は

癸
み
ず
の
と

丑う
し

に
二
十 

八
宿
（
中
国
の
星
座
の
区
分
）
を
あ
て
る
と
、
觜
宿

に
あ
た
る
と
い
う
意
味
で
す
。「
凡
三
百
五
十
五
日
」

は
一
年
の
旧
暦
の
総
日
数
で
平
年
で
す
。
天
保
暦
は

我
が
国
で
制
定
せ
れ
た
最
後
の
太
陰
太
陽
暦
で
す
。

現
在
で
は
、
民
間
で
行
事
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る

旧
暦
と
い
う
名
で
残
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

●
第
三
行
か
ら
は
、
上･

下
二
段
に
分
か
れ
て
お
り
、 

中
央
上
段
の
「
三
鏡
宝
珠
形
」
を
は
さ
ん
で
八
将
神

の
所
在
方
向
と
主
な
吉
事
と
凶
事
を
示
し
て
い
ま

す
。 

大
さ
い
（
歳
） 

う
し
の
方
（
北
北
東
） 

大
志
や
う
ぐ
ん
（
将
軍
） 
と
り
の
方
（
西
） 

大
お
ん
（
陰
） 

い
の
方
（
北
北
西
） 

と
し
と
く
（
歳
徳
）
あ
き
の
方 

三
（
巳
）
む
ま
（
午
）
の
間
（
南
南
東
）
万
よ
し 

さ
い
け
う
（
歳
刑
） 

い
ぬ
の
方
（
北
西
） 

さ
い
は
（
歳
破
） 

ひ
つ
じ
の
方
（
南
南
西
） 

さ
い
せ
つ
（
歳
殺
） 

た
つ
の
方
（
南
東
） 

わ
う
は
ん
（
黄
幡
） 

う
し
の
方
（
北
北
東
） 

へ
う
ひ
（
豹
尾
） 

ひ
つ
じ
の
方
（
南
南
西
） 

 

中
央
の
歳
徳
神
の
下
に
は
金こ

ん

神し
ん

が
あ
り 

 

ね
、
う
し
、
さ
る
、
と
り
の
方
は
悪
い
方
向 

●
下
段
の
右
に
は
二
十
四
方
位
名
を
円
形
で
表
記
、
左

に
は
土
公
神
の
所
在
場
所
を
季
節
ご
と
に
示
す
も

の
と
各
月
の
大
小
（
三
○
日
、
二
九
日
）
で
す
。 

 
 

月
日
の
部
分 

●
折
本
の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
最
上
部
に
は
各

月
の
日
付
と
二
十
四
節
気
を
、
そ
の
下
に
干
支
、
七

曜
、
雑
節
を
、
最
下
部
に
は
そ
の
日
の
吉
事
、
凶
事

が
の
せ
て
あ
り
ま
す
。 

●
太
陰
太
陽
暦
は
季
節
と
ず
れ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

補
う
よ
う
に
二
十
四
節
気
を
入
れ
て
あ
り
ま
す
。 

●
六
曜
（
大
安
、
仏
滅
、
友
引
な
ど
）
は
暦
に
は
記
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

暦
の
役
割 

江
戸
時
代
の
生
活
に
は
、
数
値
的
要
素
が
相
当
に
入

り
込
ん
で
い
ま
す
。
村
の
年
貢
の
細
か
い
割
り
振
り
の

こ
と
、
ま
た
、
当
地
の
よ
う
に
舞
坂
宿
と
の
加
宿
、
助

郷
の
枠
組
み
の
中
で
の
人
馬
の
提
供
、
運
用
の
こ
と
は

大
変
に
重
要
な
こ
と
で
し
た
。
暦
に
は
吉
凶
の
こ
と
が

多
く
の
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
個
人
と
し
て
考

え
れ
ば
よ
く
、
村
の
行
政
作
用
に
は
入
る
余
地
は
な
か

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
伊
勢
暦
は
村
人
個
人
の
予
定
表

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
し
て
い
ま
す
。 
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保泉寺の火祭り 

毎年 1 月 18 日夕方、浜松市篠原町東に所在する宝洞

山保泉寺（臨済宗妙心寺派）の、秋葉山三尺坊の秋葉寺

篠原分院において、護摩焚きなど「火祭り」が行われる。 

 そもそも天竜区春野町秋葉山中腹の秋葉寺（曹洞宗可

睡斎末）の寺伝によれば、弘法大師空海が秋葉山来所の

おり伝えたと言われる。火祭りのクライマックスとなる

「護摩焚き」は、秋葉山三尺坊大権現の真殿前で住職や

関係する行者により祈祷された神聖な火を松明に移し、

本堂前に積まれた護摩壇（１間×２間）の周囲を、住職

を先頭に修験道の先達行者、保泉寺壇徒世話人などが一

列になり般若心経を唱えながら回るものである。 

 行者により積み上げられた護摩壇の四方から松明の火

がつけられ、その上に先達の行者が立ち、畳６畳分ほど

の大きさの凧を持ち、紅蓮の炎の中で真言を唱える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃え上がる火気の勢いで凧は舞い上がり、揚がった凧

（仏教の天蓋を表している）の切れ端はご利益があると

され、信者及び参詣者の間で奪い合いとなる。次いで参

拝した信者の願い事の記した護摩札が、住職と行者の手

で護摩の火の中に投げ入れ燃やされる。次に行者により

真剣の「剣の法」をもって、悪霊を祓い火を鎮める祈祷

を行い、護摩の火が燠となったところで、先達の行者と

住職を先頭に火渡りが行われる。信者ひとりひとりも裸

足となって燠の上を歩く。これは汚れた身を清浄な火を

もって祓う意味が込められており、火渡りをした人を厄

難から除き、心願成就できるといわれている。燠の消炭

や灰もまた縁起物とされて、各家庭に持ち帰り神棚に供

えている。 
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大
工
七
郎
佐
衛
門
本
神
主
鈴
木
六
良
二
郎
社
家
太
良
佐
衛
門
村
人
氏
子 

奉
新
造
立
神
明
外
宮
御
寶
殿
壹
社
槌
祝
掛
二
宮
一
光
玉
殿
安
全 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

掛
魚
三
掛 

天
正
八
年
庚辰
拾
弐
月
拾
六
日
勧
進
各
人
御
志
第 

村
人
諸
用
調 

敬
白 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
員 

袴
田
亘
一 

神
明
宮
の
参
道
入
口
の
右
側
に
神
社
の
由
緒
な
ど

を
記
載
し
た
案
内
板
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

「
祭
神
天
照
皇
大
神
。
豊
受
姫
大
神
、
本
神
社
は
伊

勢
神
鳳
抄
に
言
う
篠
原
村
神
戸
九
町
三
反
と
あ
る
も

の
に
相
当
し
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
浜
名
湖
に
於

け
る
小
島
神
明
島
に
鎮
祀
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、

永
徳
年
間
当
地
に
移
転
し
徳
川
幕
府
に
よ
り
御
朱
印

五
石
を
拝
受
す
る
。
境
内
の
末
社
（
通
称
八
幡
様
）
に

は
大
国
主
命
、
津
島
神
社
、
東
照
宮
、
若
宮
八
幡
他
を

奉
斉
す
る
。
建
物
神
明
造
、
棟
の
上
の
甲
板
そ
の
上
に

鰹
木
を
並
べ
社
殿
は
、
昭
和
七
年
に
再
建
・
・
・
・
・
・
・
・
・

参
考
と
し
て
古
い
も
の
に
神
明
宮
の
棟
札
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）」
と
あ
る
。 

坪
井
町
の
稲
荷
神
社
に
は
天
正
十
六
年
（
一
五
八

八
）
拝
殿
再
建
の
棟
札
と
し
て
最
も
古
い
も
の
と
さ
れ

て
い
た
。
神
明
宮
の
も
の
は
そ
れ
よ
り
八
年
前
の
も
の

で
、
氏
子
の
一
人
と
し
て
是
非
共
拝
見
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
。
平
成
二
十
年
神
明
宮
の
役
員
（
頭
）
と
な
り
、

境
内
の
清
掃
、
神
事

な
ど
に
参
加
し
た

際
、
戸
田
幸
利

宮
司
に
お
願

い
し
た
と
こ

ろ
快
く
お
受
け

い
た
だ
い
た
。
祭

典
当
日
に
本
殿
に

案
内
さ
れ
檜
作
り
の
重
厚
な
扉
を
ギ
ュ
―
と
い
う

重
々
し
い
音
の
な
か
開
扉
さ
れ
拝
礼
し
た
。
本
殿
内
に

十
二
枚
の
棟
札
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、
最
も
古
い
も
の

は
、
天
正
八
年
の
も
の
で
四
百
二
十
数
年
を
経
た
今
日

で
も
、
文
字
は
鮮
明
で
容
易
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
っ
た
。
棟
札
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。 

 

そ
の
後
寛
永
六
年
（
一
六

二
九
）
か
ら
安
政
七
年
（
一

七
七
八
）
ま
で
に
十
一
回
の

新
造
立
、
修
造
造
立
が
繰
り

か
え
さ
れ
て
い
た
。
大
工
は

貞
享
三
年
か
ら
安
永
七
年

ま
で
連
続
八
回
は
笹
ヶ
瀬

村
の
人
と
な
っ
て
い
た
。 

歴史メモ９ 

平
成
二
十
年
の
火
祭
り 

護
摩
焚
き
の
様
子 


